
平成 14 年 2 月 13 日
各　　　位

最近の業績の動向等を踏まえ、昨年8月23日の決算発表時に公表した平成14年6月期中間(平成13年7月1日

～平成13年12月31日)および平成14年6月期(平成13年7月1日～平成14年6月30日)の業績予想を下記のとお

り修正いたしましたので、お知らせいたします。

１．平成14年6月期中間業績予想数値の修正（平成13年 7月 1日 ～ 平成13年12月31日）
(単位：百万円、％)

前回発表予想(Ａ)
（平成13年8月23日 発表）

11,000 △ 650 △   500

今回修正予想(Ｂ) 10,871 △ 728 △ 1,154

増 減 額(Ｂ－Ａ) △ 128 △  78 △   654

増　　 減　 　率 △ 1.2 － －

前期（平成13年6月中間期）実績 12,929 △ 347 △   612

２．平成14年6月期連結中間業績予想数値の修正（平成13年 7月 1日 ～ 平成13年12月31日）
(単位：百万円、％)

前回発表予想(Ａ)
（平成13年8月23日 発表）

11,500 △ 800 △   550

今回修正予想(Ｂ) 11,554 △ 809 △ 1,277

増 減 額(Ｂ－Ａ) 54 △   9 △   727

増　　 減　 　率 0.5 － －

前期（平成13年6月中間期）実績 13,645 △ 373 △   636

中間純利益

売上高 経常利益 中間純利益

平成14年6月期(中間期)業績予想との差異および(通期)業績予想の修正のお知らせ

記

売上高 経常利益

会 社 名 澁 谷 工 業 株 式 会 社

代表者名 取締役社長 澁 谷  弘 利

問合せ先 常務取締役 田 代 喜代三

（コード番号 6340 東証、名証１部）

（TEL(076)262-1201）



３．平成14年6月期通期業績予想数値の修正（平成13年 7月 1日 ～ 平成14年 6月30日）
(単位：百万円、％)

前回発表予想(Ａ)
（平成13年8月23日 発表）

37,000 1,700 750

今回修正予想(Ｂ) 35,500 900 △   300

増 減 額(Ｂ－Ａ) △ 1,500 △ 800 △ 1,050

増　　 減　 　率 △ 4.1 △ 47.1 △ 140.0

前期（平成13年6月期）実績 35,057 1,526 510

４．平成14年6月期連結通期業績予想数値の修正（平成13年 7月 1日 ～ 平成14年 6月 30日）
(単位：百万円、％)

前回発表予想(Ａ)
（平成13年8月23日 発表）

39,000 2,150 850

今回修正予想(Ｂ) 36,500 1,000 △   400

増 減 額(Ｂ－Ａ) △ 2,500 △ 1,150 △ 1,250

増　　 減　 　率 △ 6.4 △ 53.5 △ 147.1

前期（平成13年6月期）実績 36,751 1,948 600

売上高 経常利益 当期純利益

売上高 経常利益 当期純利益

５．理　　由
　
　＜中間期＞
　　　単体の業績につきましては、時価の大幅な下落による投資有価証券評価損1,077百万円を
　　　特別損失に計上したことから、期初予想の中間純損失が拡大しました。
　
　　　連結の業績につきましても同じく、投資有価証券評価損1,171百万円を特別損失に計上し
　　　たことから、期初予想の中間純損失が拡大しました。

　＜通　期＞
　　　単体の業績につきましては、日本経済に不況の深刻化とデフレ基調が続くため客先業界に
　　　おいて設備投資を抑制する傾向が強まり、売上高は35,500百万円と期初予想に比べ4.1％
　　　減少すると見込んでおります。
　　　また、利益面においては、経常利益900百万円と期初予想に比べ47.1％大幅に低下し、更
　　　に中間期に計上した投資有価証券評価損を下期に埋めるに至らず当期純損失300百万円を
　　　見込んでおります。
　
　　　連結の業績につきましても同様であり、売上高は36,500百万円と期初予想に比べ6.4％減
　　　少となり、また経常利益は1,000百万円、当期純損失は400百万円を見込んでおります。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上


